＜第1部 基調講演＞東京2020の魅力再発見 : するスポーツ、見るスポーツ、支えるスポーツの視点から（シンポジウム，スポーツレガシーシリーズ Vol.10 支えるスポーツのフロントライン，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2017年11月29日開催） by 室伏 広治 & 高崎 伸子










































































います。Sport has the power to change the 
world and our future.スポーツには世界と未
来を変える力があるということですが、1964
年の東京大会は日本を大きく変えました。
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言うということも客観的な事実としてすごく
重要なのですが、自分の心の中に思った実感
を大切にしていくということが必要なのかな
と思います。
参加者1　ありがとうございます。指導する
立場に立ったときに、もし結果にフォーカス
し過ぎて自信をなくしている選手にどのよう
にしてアプローチするのかということを併せ
て教えていただきたいです。
室伏　これはケース・バイ・ケースではない
でしょうか。向いていないからやめたほうが
いいという場合もあるかもしれません。私の
父が大学で授業を受けていたとき、やり投げ
で、スポーツ推薦で入ってきたら「おまえは
向いてないから円盤投げやれ」と言われてす
ごくショックだったみたいです。後から記録
が伸びたというケースもあるので、これは何
とも言えません。まず向いているものをして
いくと思いますし、自分の向いている方法、
個別性というものを大事にしていく必要もや
はりあると思いますので、今はそういう回答
しかできません。
高崎　ありがとうございます。もう少しお時
間あります。まだご質問のある方は手を挙げ
てください。
参加者2　貴重なお時間ありがとうございま
した。経営学部3年です。私は野球部に所属
しているのですが、最近同じようなトレーニ
ングが多く、特に長距離走などがすごく多い
のですが、ダルビッシュ選手等は長距離を多
くするより短い短ダッシュや、100メートル
以上走るのは良くないということを聞きまし
たが、そこについてどう思われますか。
室伏　それは、今コーチがいたら怒られてし
まうのではないですか？今の質問はやりたく
ないと言っているだけではないですか。トレー
ニングは目的と目標をしっかり定めてする必
要があると思います。自分は今なんのために
何を鍛えるかということを理解して進むこと
が大事なのではないかと思います。長距離走
というのはジョギングですか。本格的な？
参加者2　結構走ります。
室伏　本格的にタイムを計って。
参加者2　計ります。
室伏　若いのでできるのではないかと思いま
す。手を差し伸べてあげたいという気もしま
すが、そこは皆得意不得意もありますから。
ただ、不得意なものを全くやらなくてもよい
とは思わないです。私はやはり大抵なことは
チャレンジするということも大切だということ
しか今は言いようがありません。
　私は実は小学校で短距離走がすごく速かっ
たので、走るものは全部速いと思っていたの
です。ところが校内のマラソン大会があって、
グランドを1周して外にちょっと出て回って
また戻ってくるというコースだったのですが、
ダッシュで走って校外に出るときはダントツ
1番だったのですが、帰ってくるときはビリの
ほうだったのです。私は足が速いと思ってい
るのに、いつも遅い子にどんどん抜かされて
いって、ショックを受けて家に帰ったら、父
は大学の先生ですから、父に、「おまえは向い
ていないのだから気にしなくてもいい」と言
われました。やはり向き不向きは皆あるので
はないかと思いますが、かといってやらなく
てもいいということはないと思います。助け
船にならなくてすいません。
高崎　随分優しい回答でしたね。最後もうお
ひとかた。黄色のトレーナーの、こちらです。
参加者3　文学部2年です。貴重なお話あり
がとうございました。今自分は体育会ローラー
スケート部に所属していてインラインスピー
ドスケ トーの競技をしてます。東京オリンピッ
クの種目が選ばれるときにインラインスケー
トも実はノミネ トーされていて、スケ トーボー
ドだけが残ってしまい、結局インラインスピー
ドスケートが落選してしまったという形に
なってしまいました。もし東京オリンピックに
インラインスピードスケートが残っていたら
そこまで続けようと思っていたのですが、な
くなってしまったということで競輪に転向しよ
うと思っています。室伏さんはすごく身体能
力が高いと思いますが、他のスポーツに転向
しようと思われたことはありますか。
室伏　インラインスケートは残念だったと思
いますが、ローラースケート協会の中で何を
出すかという話になっていたのだと思います。
今回はスケートボードのパークとストリート
なってしまいましたが、もしかしたらまたパリ
でスケートボード協会がノミネートするかも
しれません。
　私はハンマー投げをしていました。高校に
入ったときはいろいろな陸上の競技をして、
高校3年生ぐらいまではまだ一つに絞らない
でいました。やり投げも試合だけ出たり、跳
躍などいろいろなことをしていましたので、
チャレンジすることは素晴らしいと思います
ので、もし競輪をするのであればぜひ頑張っ
てもらいたいと思います。
高崎　ありがとうございます。残念ながらこ
こでお時間がきてしまいました。この後、東
京2020の理事会のため、室伏先生はご退席
されます。最後にもう一言何か皆さんにメッ
セージをお願いします。
室伏　皆さん本当に将来に向けてチャレンジ
することが大事だと思います。最後に話しま
したが、失敗の数のほうが多いかもしれませ
ん。ですが、ちょっと失敗してやめてしまう
のか、続けてそれを獲得するために頑張るの
か、また違うものにチャレンジするということ
もあると思いますが、ぜひ自分の力で道を切
り開いて頑張ってもらいたいと思います。
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開会の挨拶：佐竹弘靖研究所長
